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テJユークエイセスと共演するコーラスグループの皆さん

音ガ奏でるまちづくり
「
美
し
い
人
情
と
文
化
の
町
ε

つ
く
り
」
を

テ
l
マ
に
、
生
の
音
楽
と
接
す
る
機
会
を
創

出
し
、
地
域
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
や
少
年

少
女
合
唱
団
の
皆
さ
ん
と
の
共
演
の
場
を
設

け
よ
う
と
、
十
月
九
日
、
長
浜
高
校
体
育
館

で
第
六
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
音
楽
愛
好
家
ら
約
七
百
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
ジ
ャ
ズ
を
は
じ
め
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

ソ
ン
グ
、

日
本
の
歌
シ
リ
ー
ズ
と
幅
広
い
レ

パ
ー
ト
リ
ー
を
持
つ
実
力
派
グ
ル
ー
プ
、

「
デ
ュ

l
ク
・
エ
イ
セ
ス
」
を
招
き
聞
か
れ

た
も
の
で
、
デ
ュ

l
ク
エ
イ
セ
ス
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
メ
ド
レ
ー
や
「
女
ひ
と
り
」
「
筑
波
山
麓

合
唱
団
」
な
ど
次
々
に
歌
い
上
げ
、
場
内
の

聴
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
共
演
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
」
や

「
四
季
の
歌
」
が
合
唱
さ
れ
る
な
ど
、
デ
ュ
l

ク
エ
イ
セ
ス
と
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
合
唱

団
と
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
、
場
内
か
ら

盛
ん
な
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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議会第3固定例会 一一一

議
会
第
三
固
定
例
会

長
浜
港
改
修
及
び

環
境
整
備
事
業
ほ
か

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

四
億

一
千
三
百
二
十
九
万
七
千
円
が
補

正
さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
五
十
六
億
七

千
四
百
二
十
六
万

一
千
円
と
な
り
ま
し

た
。今

回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
み
ち
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

一
総
務
費
}
財
産
管
理
費
と
し
て
、
旧

長
浜
中
学
校
校
舎
解
体
と
撤
去
に
係
る

設
計
委
託
費
並
び
に
所
要
工
事
費
な
ど

四
千
四
百
万
円
。

町
づ
く
り
対
策
費
と
し
て
、
地
域
を

描
く
絵
画
展
の
諸
費
用
と
「
動
く
橋
サ

長
浜
町
議
会
第
三
固
定
例
会
が
、
九
月
二
十

一
日
と

二
十
二
日

の
二
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
平
成
五
年
度
長
浜

町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
、
長
浜
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の

一
部
改
正
、
長
浜
町
ふ
れ
あ
い
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
、
平
成
六
年
度
長
浜
町

一
般
会
計
補
正
予
算
、
請
負
契

約
締
結
の
三
件
、
長
浜
町
教
育
委
員
会
の
任
命
な
ど
の
議
案
十
九

件。
め
い
わ
く
駐
車
追
放
宣
言
、
地
方
パ
ス
路
線
運
行
維
持
補
助
制

度
に
関
す
る
意
見
書
の
議
会
提
出
案
件
二
件
。
食
管
制
度
改
革
並

び
に
六
年
産
米
価

・
集
荷
販
売
対
策
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
附
採

納
な
ど
の
議
会
報
告
書
六
件
で
、
議
案
・
議
提
は
い
ず
れ
も
原
案

の
通
り
可
決
さ
れ
、
議
報
告
書
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議案を上程する上田町長
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
の
た

め
の
補
助
金
な
ど
七
百
六
万
円
。

{農
林
水
産
業
費
一
水
産
業
振
興
費
と

し
て
、
出
海
漁
港
内
に
計
画
し
て
い
る

共
同
作
業
所
、
並
び
に
国
道
三
七
八
号

の
改
良
に
伴
う
櫛
生
漁
港
内
の
船
台
、

畜
養
施
設
等
の
移
設
に
要
す
る
事
業
費

な
ど
二
千
百
十

一
万
六
千
円
。

魚
礁
設
置
費
と
し
て
、
水
産
業
地
域

改
善
対
策
事
業
に
よ
り
、

三
箇
所
で
築

い
そ
を
行
、
つ
た
め
の
事
業
費
三
千
六
百

三
万
三
千
円
。

{土
木
費
}
道
路
橋
梁
費
の
県
営
工
事

費
と
し
て
、
県
道
長
浜

・
中
村
線
、
県

道
長
浜
・
保
内
線
な
ど
の
県
道
整
備
に

要
す
る
負
担
金
な
ど
二
千
二
百
九
十
九

万
九
千
円
。

港
湾
費
の
県
営
工
事
費
と
し
て
、
長

浜
港
改
修
及
び
環
境
整
備
事
業
に
要
す

る
負
担
金

一
億
六
千
九
百
九
十
九
万
九

千
円
。

一災
害
復
旧
費
一
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
台
風
七
号
で

被
災
し
た
町
道
大
越
中
央
線
な
ど
、
公

共
土
木
施
設
十
五
件
の
復
旧
に
要
す
る

工
事
請
負
費
ほ
か
三
千
百
四
十
二
万
四

千
円
。

今
坊
地
区
健
康
管
理

増
進
施
設
新
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結

平
成
六
年
度
沿
岸
漁
業
活
性
化
構
造

改
善
事
業
の
今
坊
地
区
健
康
管
理
増
進

施
設
新
築
工
事
は
、
五
千
九
百
二
十
二

万
五
千
円
で
株
式
会
社
門
田
組
と
請
負

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

櫛
生
漁
港
局
部

改

良

工

事

請
負
契
約
の
締
結

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
い
る
櫛
生
漁
港
局
部
改
良
工
事
(
分

割

こ

は
、
五
千
百
九
十

一
万
二
千
円

で
株
式
会
社
清
水
建
設
と
請
負
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

柴
小
学
校
屋
内

運
動
場
の
新
築

請
負
契
約
の
締
結

平
成
六
年
度
長
浜
町
柴
小
学
校
屋
内

運
動
場
の
新
築
工
事
は
、

一
億
八
千
四

百
二
十
六
万
七
千
円
で
株
式
会
社

一
宮

工
務
庖
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

吉
本
武
夫
氏

教
育
委
員
の
後
藤
保
夫
氏

(戒
川
・

六
六
)
は
、
平
成
六
年
十
月
六
日
で
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
に
吉
本
武

夫
(
柴
・
六
七
)
を
選
任
、
議
会
の
同

意
を
求
め
た
結
果
、
満
場

一
致
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

食
管
制
度
改
革
、

米
・
集
荷
販
売
対
策

要
請
を
受
理
採
択

平
成
五
年
産
米
の
大
不
作
に
引
き
続

く
米
の
緊
急
輸
入
等
、
米
の
需
給
・
管

理
制
度
に
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
中
、

長
浜
青
果
農
業
協
同
組
合
か
ら
出
さ
れ

て
い
た
、
「
食
管
制
度
改
革
並
び
に
六

年
産
米
価
・
集
荷
販
売
対
策
に
つ
い
て

の
要
請
」
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

め
い
わ
く
駐
車

追

放

，三2
...e.. 

n 

路
上
駐
車
は
事
故
の
も
と

選任された吉本氏

「
め
い
わ
く
駐
車
追
放
宣
言
」
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
動
車
保
有
台
数
、
運
転

免
許
の
人
口
増
加
に
よ
り
、

年
々
悪
化

傾
向
の
あ
る
交
通
環
境
の
中
で
も
、
道

路
上
の
無
秩
序
「
め
い
わ
く
駐
車
」
を

町
内
か
ら
追
放
し
、

安
全
で
快
適
な
交

通
秩
序
を
確
保
す
る
た
め
に
宣
言
さ
れ

た
も
の
で
す
。
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人
と
物
の
動
く
町
@

文
化
の
薫
る
町

-一一一一一般質問

質
問
:
・
今
後
の
町
政
へ
の
取
組
、
計

画
に
つ
い
て
(
西
宮
正
幸
議
員
)

答
弁
:
・
「
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、
ま
た
、
特
に
中
心
と

な
る
大
き
な
計
画
は
何
か
」
に
つ
い
て
、

私
は
一
期

U
の
四
年
に
お
い
て
、
「
町

づ
く
り
」
「
里
ゃ
つ
く
り
」
「
心
づ
く
り
」

を
信
条
と
し
て
、
町
政
の
推
進
に
努
め

て
き
た
が
、
二
期
目
の
取
り
組
み
に
お

い
て
も
、
こ
の
二
一
本
柱
を
基
本
に
町
民

の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
よ
り
一
層

深
め
な
が
ら
、
町
政
発
展
に
尽
力
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
公
共
下

水
道
整
備
計
画
の
策
定
や
不
燃
物
粗
大

ゴ
ミ
処
理
施
設
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

主
要
県
道
・
町
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
改

良
整
備
の
ほ
か
、
長
浜
港
湾
の
整
備
促

進
や
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
福
祉
の
充

実
、
山
鳥
坂
ダ
ム
中
予
分
水
問
題
等
が

あ
る
。ま
た
、
今
年
度
は
、
町
政
施
行
四
十

周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
二
十
一

世
紀
に
向
け
て
、
新
し
い
息
吹
を
軌
道

に
乗
せ
る
た
め
に
「
動
く
橋
サ
ミ
ッ
ト
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
成
功
さ
せ
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
感
動
を
実
感
で
き

る
「
町
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
「
人
と

物
の
動
く
町
」
「
文
化
の
薫
る
町
」
の

構
築
に
努
め
て
い
き
た
い
。

肱
川
問
題
は

総
合
的
に
対
応

質
問
・
:
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
伴
う
中

予
分
水
に
対
す
る
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
(
西
宮
正
幸
議
員
)

答
弁
:
・
分
水
問
題
に
つ
い
て
は
、
水

利
権
の
問
題
を
は
じ
め
、
分
水
地
点
や

分
水
量
の
問
題
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
に
直
接
係
わ
り
の
あ
る
各
種
用

水
の
確
保
、
生
態
系
等
環
境
、
更
に
は
、夕、ム建設に伴い、影響力f心配される肱川

こ
れ
ら
に
影
響
が
生
じ
た
場
合
の
保
障

問
題
な
ど
、
当
町
と
し
て
は
懸
念
す
る

問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

ま
た
、
八
月
一
日
に
建
設
省
が
公
示

し
た
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
基
本
計
画
の
中

で
、
八
多
喜
地
区
を
取
水
地
点
に
中
予

広
域
水
道
企
業
凶
へ
水
道
用
水
、
ま
た
、

県
へ
工
業
用
水
を
補
給
す
る
と
発
表
が

あ
っ
た
た
め
、
町
民
の
一
部
の
方
が
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
、
長
浜
町
が
同
意
し

た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
一
日
も
早
く
、
不
安

や
誤
解
を
払
拭
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
問
題
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別

委
員
会
に
お
い
て
、
長
浜
町
肱
川
問
題

対
策
協
議
会
の
設
立
の
検
討
を
頂
き
、

現
在
、
そ
の
設
立
に
向
け
て
準
備
段
階

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
町
を
左
右
す

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
「
長
浜

町
肱
川
問
題
対
策
協
議
会
」
を
設
置
し

て
、
様
々
な
問
題
の
調
査
、
検
討
を
行

う
と
と
も
に
、
肱
川
改
修
、
ダ
ム
建
設
・

分
水
問
題
に
つ
い
て
総
合
的
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
施
設
の

調
査
研
究
を

質
問
i
有
線
放
送
に
つ
い
て
(
宮
本

増
憲
議
員
)

答
弁
・
・
・
本
町
の
有
線
放
送
電
話
施
設

は
、
昭
和
田
十
九
年
に
自
動
化
し
て
現

在
に
至
っ
て
お
り
、
開
設
当
時
の
加
入

者
は
千
九
百
戸
余
り
で
あ
っ
た
が
、
平

成
六
年
四
月
現
在
で
は
、
千
四
百
五
十

二
戸
の
加
入
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
に

お
い
て
も
、
減
少
傾
向
は
様
々
な
要
因

か
ら
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
に
お
い
て
も

一
日
平
均
約
千
五
百
通
話
の
利
用
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
実
績
を
踏
ま
え
、

将
来
的
に
は
、
現
施
設
に
変
わ
る
新
た

な
通
信
施
設
の
調
査
研
究
を
進
め
な
が

ら
、
当
面
は
現
施
設
へ
の
機
能
維
持
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
協
等
と
の
連
携
を

図
り
支
援
し
て
い
く

質
問
-
-
農
産
物
の
干
害
の
現
状
と
対 自動化されて20年カf経過した有線放送

応
に
つ
い
て
(
宮
本
増
車
思
議
員
)

答
弁
・
:
昨
年
の
冷
夏
・
長
雨
と
は
対

照
的
に
、
今
年
は
百
年
に
一
度
と
一
一
二
い
わ

れ
る
干
害
を
全
国
的
に
受
け
て
お
り
、

他
の
市
町
村
で
は
、
農
林
業
へ
の
心
配

と
と
も
に
、
生
活
飲
料
水
が
給
水
制
限

さ
れ
る
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

当
町
に
お
い
て
は
、
し
っ
か
り
し
た

水
源
の
確
保
、
水
道
施
設
の
整
備
を
図
っ

て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
ピ
ン
チ
を

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
る
。

さ
て
、
干
害
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

県
下
の
状
況
も
円
毎
に
増
大
し
て
お
り
、

ミ
カ
ン
等
の
果
樹
、
水
稲
な
ど
を
中
心

に
九
月
九
日
現
在
で
一
一
一
十
八
億
円
に
も

及
び
、
さ
ら
に
被
害
の
増
大
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。

当
町
の
干
章
一
口
の
状
況
に
つ
い
て
、
九

月
十
四
日
現
在
で
、
農
産
物
関
係
で
は
、

柑
橘
、
水
稲
、
キ
ュ
ウ
リ
、
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
、
桑
な
ど
の
成
育
被
害
を
合
わ

せ
て
約
八
千
九
百
五
十
万
円
の
被
害
額

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
内
、
温
州
ミ
カ
ン
、
伊
予
柑
、

そ
の
他
の
柑
橘
等
の
被
害
額
は
約
八
千

一
二
百
六
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
果
実

の
肥
大
不
良
や
落
果
な
ど
が
多
発
し
、

品
質
も
著
し
く
低
下
し
て
い
る
。

ま
た
、
水
稲
は
一
部
の
山
間
部
で
発

育
不
良
、
不
稔
実
の
発
生
、
株
全
体
が

枯
死
す
る
な
ど
、
キ
ュ
ウ
リ
に
つ
い
て
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も
、
高
温
に
よ
る
芯
止
ま
り
、
収
自
互
の

減
少
、
品
質
の
低
下
な
ど
の
被
害
が
見

ら
れ
る
。
桑
に
つ
い
て
は
、
成
育
の
鈍

化
、
病
害
虫
の
発
生
、
そ
の
他
の
飼
育

作
物
等
に
も
被
害
が
出
て
い
る
。

一
方
、
林
業
関
係
の
被
害
に
つ
い
て

は
、
水
不
足
で
苗
木
が
枯
れ
る
被
害
が

出
て
お
り
、
シ
イ
タ
ケ
に
つ
い
て
も
、

発
育
時
期
や
収
穫
時
期
に
そ
の
影
響
が

と
の
よ
う
に
出
る
か
懸
念
し
て
い
る
。

ミ
カ
ン
や
キ
ウ
イ
等
の
農
業
崩
水
に

つ
い
て
は
、
七
月
十
八
日
に
農
協
を
中

心
に
設
置
さ
れ
た
干
害
対
策
協
議
会
に

町
・
改
良
普
及
所
が
加
わ
り
、
技
術
対

策
や
水
源
の
確
保
与
に
対
処
し
て
い
る
。

ま
た
、
潅
水
の
資
機
材
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
平
成
て
年
の
早
魁
の
際
に
確

保
し
た
も
の
で
、
大
方
が
対
応
で
き
た

も
の
と
受
け
止
め
て
お
り
、
今
年
の
干

官
官
に
対
し
て
も
、
回
・
県
の
梢
助
や
融

資
制
度
等
の
具
体
的
な
支
援
策
が
一
亦
さ

れ
て
い
な
い
が
、
州
民
協
等
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
町
独
自
の

支
援
も
考
慮
し
て
い
き
た
い
。

中
島
町
と
伊
予
市

支

擾

水

質
問
;
日
干
ば
つ
に
よ
る
渇
水
の
対
応

に
つ
い
て
(
宮
本
増
憲
議
員
)

答
弁
:
・
日
千
ば
つ
に
よ
る
生
活
用
ぶ
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
現
在
、
町
内
に
は

約
十
五
の
上
水
道
の
な
い
地
区
が
あ
り
、

梅
雨
入
り
前
に
一
件
、
給
水
に
つ
い
て

の
相
談
を
受
け
て
準
備
を
進
め
て
い
た

が
、
梅
雨
に
人
り
解
消

L
た
経
過
が
あ

る。
今
年
の
よ
う
な
異
常
渇
水
事
態
に
備

え
、
町
と
し
て
は
、
千

t
入
り
の
タ
ン

ク
二
個
を
保
有
し
て
お
り
、
車
で
行
け

る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
係
が
最
寄
り
の
場

所
ま
で
運
搬
し
、
必
要
な
家
庭
に
取
り

に
来
て
頂
き
、
ま
た
、
各
自
で
運
搬
し

て
頂
け
れ
ば
柴
浄
水
場
に
お
い
て
も
給

水
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る

な
お
、
九
月
卜
二
一
円
か
ら
は
附
続
的

に
白
滝
及
び
戒
川
内
の
一
部
に
給
水
し

て
お
り
、
山
立
茂
の
朝
円
飲
料
水
供
給
施

設
に
つ
い
て
も
、
枯
渇
寸
崎
で
あ
ワ
だ

が
、
関
係
者
で
新
た
な
水
漉
を
求
め
ら

れ
た
の
で
、
町
の
ミ
ニ
ユ
ン
ボ
で
堀
削

協
力
な
ど
の
対
応
を
行
一
γ

て
い
る
わ

安議水が受水される援護船

ま
た
、
町
外
へ
の
支
援
水
に
つ
い
で

は
、
現
在
、
中
島
町
と
伊
予
市
に
支
援

ぶ
を
送
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
県
渇

水
対
策
本
部
、
八
幡
浜
地
方
局
と
と
も

に
生
活
用
水
供
与
要
詰
文
告
を
持
参
さ

れ
、
中
島
町
に
つ
い
て
は
、
八
月
二
十

二
日
、
一
一
千
百
十
六
3m
を
、
伊
予
市
に

つ
い
て
は
、
八
月
三
卜
口
、
一
一
一
肖
六
十

討
の
給
水
申
し
入
れ
を
受
け
入
れ
た
訳

で
あ
る
。

料
金
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
竪

急
事
態
な
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
い
川
料

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
事
態
が

長
期
化
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
有
料
で

お
願
い
す
る
等
の
協
議
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

制
度
の
活
用
等
に

可
能
な
限
り
配
慮

質
問
:
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
ム
円

意
経
の
農
政
問
題
に
つ
い
て
(
池
山
政

治
議
員
)

い
九
日
弁
:
・
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ

ウ
ン
ド
農
業
交
渉
合
意
後
に
伴
、
っ
凶
内

農
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
コ
メ
だ

け
で
な
く
農
産
吻
貿
易
の
枠
組
み
の
下

で
国
際
市
場
か
ら
の
影
響
が
増
大
す
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

特
に
、
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な

地
域
に
は
、
そ
の
影
響
が
大
き
い
も
の

と
考
え
て
お
り
、
本
県
で
は
約
七
割
、

hvf
町
で
は
そ
の
ほ
と
ん
と
を
占
め
る
中

山
間
地
域
に
お
い
て
、
町
小
響
が
深
刻
に

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
曲
民
業
の
方
向
は
、
農
業
・
農

村
を
取
り
巻
く
内
外
の
諸
情
勢
の
変
化

の
中
で
、
当
町
の
農
業
も
こ
れ
ら
の
情

勢
を
厳
し
く
受
け
止
め
た
対
応
が
求
め

ら
れ
る
状
況
に
あ
り
、
平
成
凪
午
六
月

に
策
定
さ
れ
た
祈
農
政
等
に
基
づ
ノ
く
¥

同
県
等
の
新
た
な
制
度
の
活
用
等
に

も
可
能
な
限
り
配
慮
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
農
政
は
、
や

る
気
の
あ
る
農
業
者
の
確
保
E
育
成
、

農
地
の
集
積
と
保
全
を
互
点
に
支
援
し
、

農
村
・
農
家
の
生
活
環
境
を
再
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に

な
お
、
ぶ
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
水
産
業
は
、
従
来
の
「
牛
業
」
や
家

計
費
め
補
充
を
目
標
と
す
る
産
業
と
い

う
感
覚
で
は
釆
り
切
れ
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
の
で
、
お
互
い
が
厳
し
〈
自
覚
し

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
長
浜

背
梨
農
業
協
同
組
合
に
お
い
て
策
定
さ

れ
た
第
四
次
長
浜
町
営
農
振
興
計
画
法
、

町
行
政
の
方
針
と
協
調
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
具
体
的
方
策
を
い
か
に
実
践

し
て
い
く
か
を
、
現
在
、
農
協
、
普
及

所
、
町
の
一
二
者
を
母
件
に
実
践
検
討
班

を
編
成
し
、
推
進
項
目
を
定
め
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
ο

今
年
度
の
米
の
政
府
売
り
渡
し
状
況

に
つ
い
て
、
う
る
ち
米
は
、
申
込
限
度

数
量
の
十
-
万
六
千
九
百
十
匂
に
対
し
、

予
約
数
量
ほ
し
ハ
万
二
千
九
百
ト
同
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
度
対
比
は
申
込
限
度
数

量
で
九
九
・
一
%
、
予
約
故
量
で
は
七

一
・
五
%
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
も
レ
勺
米
に
つ
い
て
は
、
申
込

限
度
数
門
-
屯
が
千
九
百
4
十
均
に
吋
し
、

下
約
数
量
は
千
六
百
五
十
ほ
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
汁
比
は
申
込
限
度
数
量

で
一
C
C
%
、
予
約
数
量
で
は
一

O
一
-

九
%
と
わ
ず
か
に
増
え
て
い
る
。

他
府
途
求
に
つ
い
て
、
平
成
五
年
度

ま
で
は
、
強
制
的
な
取
わ
組
み
で
六
千

均
の
配
分
を
受
け
生
産
J

J

て
き
た
が
、

六
年
度
が
ら
は
、
生
忘
者
の
判
附
で
転

作
川
口
標
が
達
成
で
き
る
な
ら
ば
、
他
別

途
米
を
生
産
す
る
必
裂
が
な
て
な
う
た今年は豊作カ言、見込まれる水田
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た
め
、
ム
ハ
作
庄
で
は
取
り
組
ま
な
い
こ

と
に
し
た
訳
で
あ
る
。
特
別
栽
培
米
は
、

本
町
で
は
生
産
し
て
い
な
い
。

次
に
、
中
山
同
地
域
活
性
化
推
進
資

金
を
造
成
す
る
市
町
村
は
、
大
洲
市
、

野
村
町
、
松
野
町
、
臼
吉
村
、
久
万
町

が
実
施
す
る
よ
う
で
あ
る
。

大
洲
喜
多
地
区
の
農
協
合
併
問
題
に

つ
い
て
は
、
県
の
指
導
の
も
と
に
良
協

自
体
で
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
県

か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
平
成
五
年
七
月

一
一
口
に
大
洲
喜
多
地
区
農
協
令
併
研
究

会
が
発
足
し
、
具
体
的
な
検
討
が
行
わ

流
量
の
変
化
が

生
態
系
へ
影
響

質
問
i
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
及
び
分
水

に
つ
い
て
(
池
山
政
治
議
員
)

一一一一一般質問・海への手紙

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
組
合
員
の

た
め
に
な
る
な
ら
ば
、
大
い
に
推
進
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

(
注
・
申
込
隈
度
数
量
:
・
政
府
が
買
い

上
げ
る
米
の
限
度
量
。
予
約
数
量
:
・
生

産
者
が
由
民
協
に
対
し
て
米
を
山
街
す
る

場
台
、
予
め
出
来
高
を
予
測
し
て
知
ら

せ
る
数
量
。
他
用
途
米
:
・
主
に
菓
子
類

や
外
食
産
業
に
使
わ
れ
る
加
工
用
米
ハ

転
作
・
:
ネ
の
需
給
調
整
の
た
め
、
強
制

的
に
中
小
国
を
稲
作
か
ら
他
作
物
〈
野
菜
・

果
樹
〉
等
に
転
換
す
る
こ
と
。
)

建設省が公示した八多喜の分水地点、

M
A
l

弁
:
・
山
鳥
坂
ダ
ム
の
建
設
と
分
ぶ

に
つ
い
て
、
広
報
に
よ
る
町
民
へ
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
行
政
広
報
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
伝
達
手
段
は
一
取
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
性
格
が
異
な
る
こ
と

や
制
約
さ
れ
な
中
で
の
』
到
来
酌
な
紙
面

づ
く
り
の
た
め
、
現
在
の
表
現
形
態
と

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
行
政
広
報
は
、
行
政
と
住

民
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
で
な
く
、

住
み
よ
い
問
つ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
手
段
、
と
し
て
、
今
後
よ
り
一
層
、
内

容
の
充
実
に
努
め
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の

一一
l
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。

異
常
渇
水
と
分
水
と
の
関
係
に
り
い

て
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
よ
り
も
分
水
が

先
行
す
ゐ
と
い
う
、
分
水
先
行
論
的
な

動
向
に
つ
い
て
は
、
八
月
十
四
日
の
愛

媛
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
が
、
肱
川
を
緊
急
取
水
の
水
源
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
に
関
す
る
発
言
は
、

判
川
管
理
者
で
あ
る
建
設
省
は
も
と
よ

り
、
愛
媛
県
に
お
い
て
も
さ
れ
て
お
ら

ず
、
単
に
大
学
教
授
の
一
般
的
な
発
一
一
円

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

次
に
、
青
の
り
と
分
水
地
点
に
つ
い

て
、
ま
円
の
り
は
、
気
象
条
件
に
も
左
右

さ
れ
る
が
、
他
の
河
川
の
例
や
近
年
の

生
産
量
の
佐
移
を
見
る
と
、
今
後
の
流

早
の
変
化
や
海
ぶ
の
遡
上
に
よ
り
、
生

育
域
に
対
す
る
桜
一
群
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ユ
の
棲
息
・
産
卵
区
域
と

取
水
地
点
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ア
ユ

の
産
卵
区
域
は
以
前
、
柴
日
の
浦
地
先

付
近
で
あ
つ
な
も
の
が
、
現
在
で
ほ
、

石
橋
(
八
多
喜
地
区
)
を
中
心
に
上
下

流
-
」
叫
が
迫
地
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
海
水
の
遡
上
が
そ
の
要
凶

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
基
本
計
画
の
取
水

地
点
は
、
取
水
側
の
論
理
で
は
な
く
、

流
域
住
民
の
合
意
と
環
境
破
壊
の
な
い

自
然
や
風
物
を
提
供
で
き
ゐ
よ
う
な
流

域
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
、
当
町
と
し
て
も
、
漁
業
等
へ
の
影

響
を
含
め
、
懸
念
事
項
を
ほ
り
ま
と
め

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

一

臨

時

議

輔

舗

噂

組

理

欝

お

っ

て

い

て

き

れ

い

で

す

o

き
れ
い
一

一
組
銅
器
難
航
聖
酷
脳
陣
酬
輪
喝
な
海
の
口
一
は
、
と
っ
て
も
お
い
し
い
一

一

白

滝

小

学

校

四

年

で

す

。

「

こ

ん

な

き

れ

い

な

海

の

貝

一

一

酒

井

勇

輔

が

、

え

れ

て

し

あ

わ

せ

だ

そ

」

一

一
海
に
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
と
芹
い
な
が
ら
ぼ
く
た
ち
は
貝
を
た
一

一
あ
り
ま
す
υ

べ

て

い

ま

す

{

一

一
ぼ
く
は
、
夏
に
な
る
と
か
ぞ
く
〉
一
だ
け
ど
、
一
つ
だ
け
気
を
つ
け
て
~

一
キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
ま
す
。
行
き
先
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
も
っ
一

一
は
海
が
多
い
で
す
。
ぼ
く
は
キ
ヤ
ン
て
い
っ
た
ゴ
ミ
は
、
も
っ
て
か
え
る
~

一
フ
に
行
っ
た
と
き
に
、
水
が
な
が
れ
こ
と
で
す
。
ゴ
ミ
を
も
し
す
て
て
か
一

一
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
え
っ
た
り
し
た
ら
、
ゴ
ミ
が
い
っ
ぱ
一

一
そ
の
水
は
、
い
が
い
と
き
れ
い
で
、
い
に
な
る
し
海
の
水
も
き
た
な
く
な
っ
一

一
海
の
水
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
に
て
貝
を
ひ
ら
う
気
が
し
な
く
な
る
と
一

一
ぼ
く
た
ち
は
ご
ほ
ん
の
と
き
、
そ
こ
思
い
ま
す
。
よ
る
ね
る
と
き
は
、
か
一

一
ら
へ
ん
の
本
を
い
っ
ぱ
い
あ
つ
め
て
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
い
て
ね
む
れ
な
い
一

一
き
て
、
も
や
し
て
た
い
た
り
し
ま
し
の
で
、
外
に
出
て
あ
そ
ん
だ
り
し
ま
一

一

た

。

お

よ

い

芯

り

、

ゴ

ム

ボ

ー

ト

に

し

た

。

一

一
の
っ
て
と
お
く
ま
で
行
き
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
に
た
の
し
い
思
い
出
を
一

一
一
一
干
し
て
、
水
中
メ
ガ
ネ
で
水
の
中
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
て
、
海
あ
り
一

一
早
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
貝
や
か
が
と
う
。
ぼ
く
は
、
毎
円
い
き
た
い
一

一
い
そ
う
と
が
あ
っ
て
き
れ
い
で
し
た
ハ
く
ら
い
キ
ャ
ン
プ
が
お
も
し
ろ
い
で
一

一
そ
れ
と
か
、
よ
る
は
花
火
を
し
ま
し
す
。
キ
ャ
ン
プ
で
の
時
聞
は
、
お
わ
っ
一

一
た
o

海
の
そ
ら
は
、
ほ
し
が
光
ウ
て
て
み
る
と
み
じ
か
い
よ
ろ
に
思
い
二

一
い
て
き
れ
い
で
し
た
。
ほ
か
に
は
、
す
。
海
、
た
の
し
い
思
い
出
を
あ
り
一

一
只
ひ
ろ
い
も
し
ま

L
た

に

が

と

う

。

一

一
母
の
そ
だ
っ
た
と
こ
ろ
の
海
は
、

p

ベ

ウ

↑

F

J

J

ー

リ

噌

T

マ

E

一

工

場

は

い

水

が

な

が

れ

て

き

て

き

た

、

ケ

¥

到

d
F
-

一
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら

E
H
U長

r品自
副

↑

ご
ろ
う
気
が
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

ι
f
-
2語
一

一
だ
け
長
浜
の
在
、
水
が
す
き
と

i
4司
一
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年金関係・人権作文一一一一

退
網
例
区
そ
有
耕
作
品
年
余
暇
持
容

，
私
が
、
四
年
生
の
時
の
こ
と
で

一
す
。
私
は
、

A
君
と

B
さ
ん
と

C

一
さ
ん
と
私
で
、
グ
ル
ー
プ
を
作
つ

園
て
い
ま
し
た
。

C
さ
ん
が
、
「
い
ろ

一
ん
な
お
か
し
を
作
フ
て
、
パ
ー
テ
ィ
ー

一
せ
ん
つ
L

と
一
一
討
い
出
し
ま
し
た
υ

一
も
ち
ろ
ん
、

A
君
も

B
さ
ん
も
私

一
も
、
大
さ
ん
せ
い
を
し
ま
し
た
。

'
そ
し
て
、
私
た
ち
は
、
月

μや
持
つ

E

て
来
る
物
を
き
め
る
た
め
に
、
家

一
庭
科
準
備
主
で
き
め
る
こ
と
に
し

一
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
み

ん
な
の
前
で
そ
う
い
う
こ
と
を
き

一
め
て
い
る
と
、
き
っ
と
、
何
か
言

一
わ
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ

一
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
き
め

一
る
時
が
き
ま
し
た
。
放
課
後
で
す
o

E

み
ん
な
に
ば
れ
な
い
よ
う
に
と
、

一

A
君
と

C
さ
ん
は
、
〈
つ
を
持
つ

聞
て
家
庭
科
準
備
室
に
急
い
で
行
き

一
ま
し
た
。
私
と

B
さ
ん
は
、
み
ん

一
な
が
げ
ん
か
ん
か
ら
出
た
ら
、
家

一
庭
科
準
備
室
に
行
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ゆ
っ
く
り

一
行
っ
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
み

一
ん
な
が
げ
ん
か
ん
で
立
ち
止
ま
つ

て
、
何
ぞ
ら
、
ガ
ヤ
カ
ヤ
し
て
い

一
ま
す
。
行
っ
て
み
る
と
、
私
と
B

一
さ
ん
の
く
つ
が
な
い
と
舌
い
う
の
で

一
す
。
私
と

B
さ
ん
辻
、

A
君
と

C

さ
ん
が
持
っ
て
い
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
私
と

B
さ
ん
は
、
み
ん
な
に
ば

れ
な
い
よ
う
に
、
家
庭
科
会
t

に
行
っ
て
、

C
さ
ん
に
「
ど
ろ
し
よ
う
。
」
と
一
再
つ
一

て
、
相
談
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
考
え

て
る
聞
に
、

D
さ
ん
が
、
「
く
つ
、
見

つ
か
っ
た
?
」
と
一
円
っ
て
、
家
庭
科
宏
子

に
、
や
っ
て
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
み
ん
な
も
心
配
そ
う
に
や
っ

て
来
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
六
年
生
だ
っ

た
E
き
ん
が
、
「
家
庭
科
準
備
室
見
た
?
」

震
一
三
一
範

聾
謹
K
L
一
五

時

E甘
一

学

調
園
田
園
園
田
園

l
l

一

九

明劇
LL

一づ

鴎臨ー
1

」「
l

と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
、
「
み
で
な
い
。
」

と
言
っ
て
首
を
ふ
り
ま
し
た
。

私
と
B
さ
ん
は
、
も
う
お
IJま
い
だ
。

と
思
い
ま
じ
た
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
見

つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

A
君
と
B

さ
ん
レ
し

C
さ
ん
と
私
は
、
今
ま
で
、
グ

ル
ー
プ
で
し
て
き
た
こ
と
を
全
部
、
上

級
生
と
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
、
う
ち
あ

け
ま
し
た
。
す
る
と
、

E
さ
ん
が
、

「
あ
ん
た
ら
、
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
い

と
忠
っ
と
る
ん
?
あ
ん
た
ら
だ
っ
て
、

み
ん
な
が
肖
分
を
ほ
っ
て
、
グ
ル
l

一

プ
作
っ
て
遊
び
よ
ワ
た
ら
、
ど
ん
な
一

気
持
ち
に
な
る
つ
悲
し
い
や
ろ
?
さ
一

び
し
い
や
ろ
?
こ
れ
か
ら
も
、
そ
ん
一

な
こ
と
が
し
た
い
ん
や
っ
た
ら
、
み
一

ん
な
さ
そ
っ
て
や
り
、
分
か
っ
た
ツ
」
一

私
は
何
も
、
一
一
日
葉
が
山
川
て
き
ま
せ
一

ん
で
し
た
。
そ
の
か
わ
り
、
今
ま
で
一

が
ま
ん
し
て
い
た
な
み
だ
が
山
川
て
き
一

ま
し
た
。
私
法
、
次
の
目
、
ど
う
や
っ

て
E
さ
ん
と
顔
を
合
わ
そ
う
か
と
ま
一

よ

い

ま

し

た

。

一

次
の
日
に
な
り
ま
し
た
o
E
さ
ん
一

と
ば
っ
た
り
会
い
ま
し
た
。
私
改
、
一

ど
き
っ
と
し
ま
し
た
。
「
き
の
う
は
一

ご
め
ん
ね
。
」
と

E
き
ん
は
、
明
る
一

く
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
υ

「
う
一

ん
、
い
い
よ
。
」
と
私
は
一
行
い
ま
し
一

た。
私
は
「
ご
め
ん
ね
L

と
一
言
わ
れ
た
一

と
き
、
心
の
中
の
も
や
も
や
が
、
き
一

え
ま

L
た
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
私
一

は
「
ご
め
ん
ね
」
と
い
う
一
一
吉
川
は
大
一

事
だ
と
知
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
を
↑

作
っ
て
こ
そ
こ
そ
し
て
い
た
ミ
と
も
一

悪
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
た
っ
た
一

九
人
の
ク
ラ
ス
で
す
。
や
り
た
い
人
一

は
み
ん
な
き
そ
っ
て
、
こ
そ
こ
そ
し
一

な
い
で
堂
々
と
楽
し
く
話
し
た
い
で
一

す

。

一
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ご存じですか検
察
審
査
会
の
仕
事

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
十
一
人
の
検
察
審
査
員
が
、
い

わ
ば
一
般
の
国
民
を
代
表
し
て
、
検
察

官
が
事
件
を
提
訴
し
な
か
っ
た
こ
と

(
不
提
訴
処
分
)
の
よ
し
あ
し
を
審
査

す
る
こ
と
を
主
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

検察審査会@工イズデー

審
査
は
ど
う
い
う
と
き
に
?

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
や
犯
罪
を

告
訴
・
告
発
し
た
人
か
ら
、
検
察
官
の

不
提
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
、
検
察
審

査
会
に
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
に
審

査
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
検
察
審
査
会

は
、
被
害
者
な
ど
か
ら
の
申
し
立
て
が

な
く
て
も
、
進
ん
で
検
察
官
が
不
提
訴

に
し
た
事
件
も
取
り
上
げ
て
審
査
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

審
査
員
の
選
び
方
は
?

ま
ず
、
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
、
選
挙
人
名
簿
に
基
づ
い
て
、
く
じ

で
検
察
審
査
員
の
候
補
者
を
遷
ぴ
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
検
察
審
査
会
事
務
局
が

再
び
く
じ
で
検
察
審
査
員
を
決
め
ま
す
。

ま
た
、
検
察
審
査
員
に
欠
員
が
で
き

た
と
き
や
検
察
審
査
員
が
審
査
会
議
に

欠
席
し
た
と
き
に
備
え
て
、
同
様
な
方

法
で
、
同
数
の
補
充
員
を
選
び
ま
す
。

な
お
、
検
察
審
査
員
及
び
補
充
員
の

任
期
は
六
か
月
で
す
。

審
査
の
方
法
は
?

検
察
審
査
会
で
は
、
十
一
人
の
検
察

検
察
審
査
会

事
務
局

審
査
員
が
出
席
し
、
検
察
審
査
会
議
を

聞
い
て
、
事
件
の
記
録
を
調
べ
た
り
、

必
要
に
応
じ
て
証
人
を
呼
ん
だ
り
、
実

地
見
分
を
し
た
り
し
て
、
検
察
官
の
不

提
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
慎
重
に
審
査

し
ま
す
。
審
査
の
結
果
は

検
察
審
査
会
で
審
査
し
た
結
果
、
さ

ら
に
詳
し
く
捜
査
す
べ
き
で
あ
る
(
不

提
訴
不
当
)
と
か
提
訴
す
べ
き
で
あ
る

(
提
訴
相
当
)
と
い
う
議
決
が
あ
っ
た

場
合
に
、
検
察
官
は
、
こ
の
議
決
を
参

考
に
し
て
事
件
を
再
検
討
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
提
訴
を
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
と
結
論
に
達
し
た
と
き
は
、
提
訴
の

手
続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
は
、

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
局
内
・
大
洲

検
察
審
査
会
事
務
局
(
二
四
l
二
O
二一

八
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

W
H
O
(
世
界
保
健
機
関
)
は
、
一

九
八
八
年
に
世
界
的
レ
ベ
ル
の
エ
イ
ズ

撲
滅
を
目
的
と
し
て
十
二
月
一
日
を

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
l
」
と
し
、
エ
イ
ズ

に
関
す
る
啓
発
活
動
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。日
本
で
は
、
今
年
六
月
現
在
で
一
二
百

十
四
人
、
感
染
者
千
二
一
百
三
人
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、
最
近
患
者
の
急
増
と
と

も
に
感
染
の
全
国
的
な
広
が
り
が
見
ら

れ
ま
す
。
感
染
経
路
に
つ
い
て
も
異
性

聞
の
性
的
接
触
に
よ
る
感
染
が
主
流
と

な
り
、
エ
イ
ズ
は
、
感
染
予
防
の
行
動

を
と
ら
な
け
れ
ば
誰
で
も
か
か
り
う
る

病
気
で
あ
る
こ
と
を
国
民
一
人
ひ
と
り

が
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

愛
媛
県
で
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
一

週
間
を
「
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」
と
し
、

エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
の
普
及
、
患
者

に
対
す
る
社
会
の
差
別
を
な
く
す
る
た

め
、
次
の
よ
う
な
行
事
を
計
画
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
大
洲
保
健
所
で
は
、
こ
の
週

間
に
関
係
な
く
エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談

を
受
付
け
、
血
液
検
査
も
原
則
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
講

演
会
に
お
け
る
講
師
の
派
遣
等
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
大
洲
保
健
所
(
宮
二
四
l

二
二
六
五
)
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

世界の工イズ患者の状況 (WHO報告)エイズ予防週間行事計画

1T 事 開催日 場 所 受付時間

夜間電話 12月1日~大洲保健所
17:00~ 

相談受付 12月17日 20:00 

夜間血液
12)j 1日 11 11 

検査受付

街頭キャ llH中旬 松山市ほか
ンベーン
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ゴミ・野犬問題一一一一

ご
み
収
集
の
現
暢
か
ら

費
用
の
節
減
は
皆
さ
ん
の
協
力
が

午
前
八
時
ご
み
収
集
の
始
ま
り
で
す
。

長
浜
町
で
は
、
燃
え
る
ご
み
を
集
め
る

た
め
、
二
台
の
パ
ッ
カ

i
車
(
ご
み
収

集
車
)
で
収
集
区
域
を
回
っ
て
い
ま
す
。

町
内
に
あ
る
一
一
百
か
所
以
上
の
収
集
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
回
る
と
、
一
け
の
走
行

距
離
は
二
百
回
を
超
え
ま
す
。
こ
れ
ら

作
地
域
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
交
通

量
が
多
く
積
み
込
み
に
危
険
を
感
じ
た

り
、
分
別
さ
れ
て
な
く
車
の
投
入
け
が

詰
ま
っ
た
り
、
作
業
中
に
後
続
車
か
ら

せ
か
さ
れ
た
り
と
な
か
な
か
大
変
な
作

業
で
す
。
雨
の
日
で
も
風
の
円
で
も
決

め
ら
一
れ
た
と
お
り
に
収
集
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
作
業
を
通
し
て

収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
と
、
そ
こ

へ
ご
み
を
出
さ
れ
る
方
の
気
持
ち
を
感

じ
ま
す
。
ご
み
は
じ
ゃ
ま
も
の
で
早
く

処
分
し
よ
う
と
、
時
を
か
ま
わ
ず
に
出

し
て
、
袋
が
破
ら
れ
た
り
雨
に
濡
れ
た

ご
み
や
、
い
ら
な
い
も
の
を
全
て
ひ
と

ま
と
め
に
し
て
大
き
な
袋
で
山
さ
れ
て

い
る
ご
み
、
集
め
る
と
き
に
破
れ
る
ほ

ど
重
く
水
分
の
多
い
ご
み
、
誌
の
口
が

閉
ま
っ
て
な
い
ご
み
、
燃
え
な
い
も
の

が
入
っ
て
い
る
ご
み
、
何
で
も
い
い
か

ら
出
し
て
し
ま
え
、
こ
こ
に
は
処
理
費

川
が
い
く
ら
か
か
ろ
う
と
役
場
が
負
担

す
る
の
だ
か
ら
と
い
う
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が

見
え
か
く
れ
し
て
い
ま
す
の

作
業
中
に
不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う

適
当
な
大
き
さ
で
き
ち
ん
と
出
さ
れ
た

ご
み
、
重
く
て
破
れ
そ
う
な
も
の
は
二

責
袋
に
し
て
あ
る
ご
み
、
積
み
や
す
く

す
る
た
め
に
整
然
と
積
み
ト
げ
ら
れ
て

い
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
こ
こ
仁
は
作
業

員
へ
の
思
い
や
り
を
感
じ
ま
す
。

燃
え
な
い
ご
み
も
同
じ
よ
う
に
し
て

ダ
ン
プ
カ
ー
で
集
め
て
い
ま
す
っ
ほ
と

ん
ど
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
ド
ラ
ム
缶

が
二
本
以
上
お
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の

中
に
入
れ
る
の
は
、
空
缶
な
ど
の
金
属

ご
み
と
ガ
ラ
ス
や
ぴ
ん
な
ど
、
燃
え
な

い
も
の
に
隈
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

も
な
ぜ
か
金
属
類
と
ガ
ラ
ス
知
を
分
け 分別され整理されているステーション

で
あ
る
と
こ
ろ
。
何
も
か
も
一
緒
で
牛

ゴ
ミ
の
お
ま
け
ま
で
入
っ
て
い
る
と
こ

ろ
と
様
々
で
す
。
作
業
は
燃
え
な
い
ご

み
の
全
て
を
ま
と
め
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
車
に
和
一
み
込
む
時
は
後
の
分
別
作

業
を
考
え
て
精
一
み
ま
す
。
当
然
、
ド
ラ

ム
缶
ご
と
に
分
け
で
あ
れ
ば
収
集
も
簡

単
に
出
来
ま
す
。

ご
み
処
理
は
町
の
義
務
で
す
の
で
放

置
出
来
ま
せ
ん
が
、
処
理
費
用
の
増
加

は
町
財
政
を
圧
迫
し
ょ
す
。
こ
の
た
め
、

町
で
は
、
業
務
の
合
理
化
や
ご
み
減
量

化
対
策
な
ど
様
々
な
施
策
を
続
け
て
い

ま
す
が
、
年
々
ご
み
の
種
類
と
量
は
増

え
て
い
ま
す
。
費
用
の
節
減
に
は
、
皆

さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
環
境

の
保
護
に
も
役
ず
つ
ご
み
の
分
別
や
減

量
を
図
る
と
と
も
に
、
ご
み
を
出
さ
な

い
暮
ら
し
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ご
み
を
出
す
時

の
ご
内
定
立
思
f固

①
ご
み
は
い
く
つ
か
の
袋
に
分
け
入

れ
て
、
片
手
で
持
て
る
重
さ
に
す
る
と

収
集
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

②
ご
み
が
散
ら
ば
ら
な
い
よ
う
、
袋

に
入
れ
で
き
ち
ん
と

U
を
締
め
て
出
し

ま
し
ょ
、
っ
。

③
生
ご
み
は
よ
く
水
を
切
る
と
軽
く

な
り
、
燃
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
ガ
ラ
ス
や
割
れ
も
の
、
刃
物
な
ど

ケ
ガ
の
し
や
す
い
も
の
は
、
も
き
出
し

に
し
な
い
よ
う
に
紙
に
包
み
ま
し
ょ
う
n

「
危
険
物
L

で
あ
る
こ
と
を
表
示
し
、

他
の
ゴ
ミ
と
区
別
し
て
く
だ
さ
い
。

伝
電
球
や
蛍
光
灯
は
割
ら
ず
に
、
新

品
が
入
っ
て
い
た
包
史
容
躍
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
割
れ
て
い
る
も
の
は
ガ
ラ

ス
と
同
じ
で
す
。

⑥
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
穴
を
あ
け
て
中

身
を
完
全
に
出
し
切
っ
て
か
ら
。
中
身

が
残
っ
て
い
る
と
、
半
の
中
や
焼
却
炉

で
爆
発
の
お
そ
れ
が
あ
り
危
険
で
す
。

⑦
鉄
製
の
箱
や
缶
は
中
身
を
全
部
取

り
除
い
て
収
集
に
回
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
決
め
ら
れ
た
場
所
、
時
間
を
守
り

ま
し
ょ
う
。
収
集
場
所
の
ご
近
所
や
通

行
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
れ

先
日
、
生
活
環
境
課
で
は
、
道
路
十
交

通
騒
音
測
定
の
た
め
、
二
十
四
時
間
体

制
で
県
道
沿
い
に
出
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
不
思
議
な
氾
民
を
目
の
当

た
り
に
し
た
の
で
す
。
は
の
前
を
二
、

二
-
伺
も
の
パ
ン
を
く
わ
え
た
犬
、
そ
れ

も
首
輪
の
な
い
明
ら
か
に
野
犬
と
忠
わ

れ
る
犬
達
が
通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
の
で

す
。
設
か
ら
追
い
か
け
る
人
も
な
く
、

裸
の
パ
ン
を
く
わ
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

誰
か
に
与
え
て
も
ら
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

最
近
、
役
場
へ
犬
に
刻
す
る
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
、
皆
さ
ん
に
犬
を
つ
な

い
で
飼
う
こ
と
や
野
犬
に
餌
を
与
え
な

い
こ
と
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
野
犬
が
多
く
訓
梱
す
る
場
所

に
は
捕
獲
器
の
設
置
や
広
報
紙
で
の
啓

発
な
ど
、
犬
に
よ
る
事
故
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
担
主
係
員
の
目
前
を
、

パ
ン
を
く
わ
え
た
野
犬
が
得
意
そ
う
に

通
り
過
ぎ
て
行
く
の
で
す
。

野
犬
を
捕
ま
え
ろ
と
言
、
つ
人
。
野
犬

に
餌
を
与
え
る
人
。
そ
の
間
で
、
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と
、
野
犬
を
捕

ま
え
に
行
く
係
員
。
何
か
が
お
か
し
い

な
と
感
じ
た
の
と
同
時
に
、
人
聞
社
会

に
お
け
る
ル

l
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

ほ
し
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

町内を排倒する里子犬



一一一一一成人病を考える

尾監A 蓄 える 第S田幸吉 棲

伝染病のトップは結核

かつて「国民病Jとして、恐れられた結核は、昭和 25年までは死亡原因の 1位を占めていま

したが、その後、長年の強力な予防対策の推進や治療薬の開発、さらには、生活条件の向上など

により、その患者数や死亡者数は激減しました。

結核という病名を耳にすると、過去の病気と思われるか

¥ もしれませんが、結核は今日でも依然として伝染病のトッ

プを占めており、毎年 5万人の人が発病し、 3万人以上の

人が亡くなっている油断のできない病気です。結核菌によっ

て人から人へ伝染する結核は、一度感染すると、たとえす

ぐに発病しなくても一生発病の危険性を伴い、また、治療

により治ったとしても、再度発病の可能性があります。

また、身体に十分な抵抗力がある人は、感染しでもその結核菌をやっつけて発病することはあ

りませんが、抵抗力の落ちているような人(老人や糖尿病の人、大手術後や出産後の人、人工透

析中の人など)は発病しやすい状態にあります。しかし、抵抗力のある人でも、強力な結核菌を

多量に吸い込むと、菌の繁殖を抑えきれずに発病することがありますので、くれぐれもご注意く

T三さい G

検診で早期発見を
結核は、かなり進行しないと自覚症状がでないため、発見が遅れてしまうことがあります。初

期症状は咳の風邪などに似た症状で、微熱や身体がだるいなどの状態が続きますので、このよう

な状態を自覚した時は、かかりつけの医療機関で受診するようにしましょう。

結核予防には、子供に対して行う BCG予防接種があります。この接種で完全に発病を防ぐこ

とは望めませんが、接種を行うことで発病率は低下 新登録結核患者の状況(大洲保健所管内)

し、病状を軽くするなどの効果があります。 市町村別の発生状況
(単位人)

また、結核を早期に見つける方法にレントゲン検 26

24 
査があります。

長浜町では、年に 2回(春・秋)に集団検診を実 20
18 

施しており、この検診によって潜在患者を早期に発 16

見して、周囲への感染防止に努めています。 14

なお、大洲保健所とともに、 11月を「結核ゼ口 10

への願しミ」啓発キャンベーン月間として、さまざま 8

な行事や啓発活動を行っていますので、この機会に 4

結核に対する理解と知識を深め、健康で明るい毎日 2。

年

年

年

O

O

A
せ

「

D

成

成

成

平

平

平↑ー

を送りましょう。 大洲市 長浜町 内子町 五十崎町 肱川町 河辺村
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建
設
一
雇
用
改
善

推
進
月
間
で
す

お知らせ

建
設
業
を
営
む
ポ
業
、
王
の
皆
さ
ん
、

十
一
月
は
、
「
建
設
一
層
刷
改
並
行
推
進
月

間
」
で
す
。

建
設
業
の
入
手
不
足
が
一
磨
深
刻
化

し
て
い
ま
す
が
、
労
働
福
松
の
向
上
を

同
り
、
建
設
業
に
働
く
方
の
雇
用
の
改

葬
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
大
洲

(
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
・
官
一
-
凹
l

-
1

一
九
一
)
ま
で
お
丸
紅
に
ご
相
談
く

自
治
大
冨
へ
の

ふ
る
さ
と
フ
ァ
ッ
ク
ス

門
的
省
で
は
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん

か
ら
、
地
方
公
共
団
体
や
地
方
向
治
に

関
す
る
制
度
を
は
じ
め
、
地
方
税
、
地

方
財
政
、
選
挙
制
度
、
地
方
公
務
員
、

消
防
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
向
け
た
地

域
活
性
化
な
ど
、
自
治
大
臣
へ
直
接
に

提
案
で
き
る
1

ふ
る
さ
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
、
国
民
か
ら
の

意
見
を
直
接
に
公
聴
し
、
皆
さ
ん
の
声

を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
も
の
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
提
一
一
け
を
お
願
い
し
ま
す
U

ご
ザ

L

、A
O

ナ
'
ハ
し
さ
し子
育
て
電
話
相
談

子
供
や
家
庭
で

お
悩
み
の
方

愛
媛
県
で
は
、
中
央
児
童
相
談
所
に

お
い
て
子
育
て
支
援
電
話
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
支
援
電
話
相
談
は
、
子
供
や
家

庭
で
お
悩
み
や
心
配
ご
と
(
育
児
、
保

健
、
教
育
、
非
行
、
い
じ
め
等
)
を
専

門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
ビ
ま
す
c

ま
た
、
高
度
な
専
門
知
識
が
必
裂
な

場
合
は
、
専
門
の
弁
護
士
等
が
相
談
に

な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
提
案
の
中
で
、

具
体
的
提
案
を
含
む
も
の
に
つ
い
て
は
、

自
治
省
で
検
討
を
行
い
、
行
政
の
推
進

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す。{
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
名
称
}
「
自
治
大
臣

へ
の
提
案
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
(
ふ
る
さ
と

フ
ァ
ッ
ク
ス
)

一
フ
ァ
ッ
ク
ス
昏
号
一

O
一一千
l
:
-
4
八

一
l
六
九
八
七

一
受
付
時
間
一
午
前
九
時
;
午
後
六
時

ま
で
土
、
円
、
祭
円
を
除
く
)
な
る

べ
く
、
住
所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
自
治
大
臣
官
房
広
報
室

広
報
係
(
宮

O-
二
l
一
二
五
九
↓

-
O
↓ム

七
九
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

一
日
時
]
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
九

時
ま
で
で
す
。
(
祝
祭
日
と
年
末
年
始

を
除
く
)

一
電
話
番
号
}
O
八
九
九
I
一一一一一
1
凶

一
五
二
・

(
F
A
X
)
O
八
九
九
l
二

一一
J
j
四
回
七
一

詳
し
〈
は
、
中
央
坦
童
相
談
所
(
君

。
八
九
九
!
一
一
一
l
五
O
四
O
)
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コ
タ
ツ
の
コ
i
ド
は

大
丈
夫
で
す
か

国

電

力

四

コ
タ
ツ
の
コ
l
ド
や
プ
ラ
グ
、
つ
二
J

セ
ン
ト
は
傷
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か
っ

傷
つ
い
た
ま
ま
使
用
す
る
と
、
感
電

あ
る
い
は
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

コ
タ
ソ
の
コ

l
ド
や
プ
ラ
グ
、
コ
ン

セ
ン
ト
な
ど
に
傷
が
あ
る
も
の
、
古
い

も
の
に
ツ
い
て
は
電
気
工
事
業
者
に
相

談
し
て
、
安
全
な
も
の
に
取
り
替
え
ま

し
ょ
、
っ
。

一
拍
鋼

一
お
で
ん
や
、
か
ん
酒
の
季
節
に
な

一
り
ま
し
た
り
庄
内
や
縄
の
れ
ん
の
お

一
で
ん
屋
と
い
う
と
、
ら
ょ
っ
と
り
同

一
き
で
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
寸
。

一
し
か
し
、
最
近
で
は
若
主
に
も
人

一
気
が
出
て
き
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
ム

一
ン
ス
・
ス
ト
ア
な
ど
で
、
お
か
ず
に

一
買
っ
て
い
く
若
者
を
よ
く
見
か
額

一

け

ま

す

〈

園

一
お
で
ん
と
い
う
の
は
、
煮
込
仇

↑
み
田
楽
の
愛
称
の
こ
と
で
す
。
お

一
田
楽
の
語
源
は
、
田
植
え
の
と
{
量

一
き
の
豊
作
を
祈
っ
て
踊
っ
た
田
科
目

一
楽
舞
い
に
関
係
が
あ
る
と
言
わ
圏

一
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
田
楽
は
、
目

一
豆
腐
を
焼
い
て
み
そ
を
つ
け
た
も
の

一
が
起
こ
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

一
そ
の
後
、
こ
ん
に
ゃ
く
大
根
、
軍

一
子
な
ど
の
野
菜
類
、
ア
ユ
ヤ
ウ
グ
イ
、

一
ヤ
マ
メ
な
ど
の
魚
類
に
も
由
来
の
手

一
法
を
使
い
ま
し
た
。
魚
類
の
場
合
を

一
魚
田
(
魚
の
田
楽
)
、
野
菜
類
の
場

一
合
を
お
で
ん
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

一

L
た
。
や
が
て
煮
込
み
に
し
た
も
の

↑
や
一
、
便
一
同
上
一
お
で
ん
」
と
名
づ
け

一
た
の
で
す
。

盟国圃圃圃圃圃圃園田瞳置踊聞置醐園

煮
込
み
お
で
ん
は
、
江
戸
末
期
ご
一

ろ
か
ら
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
一

お
で
ん
と
か
ん
泊
が
庶
民
に
広
が
一

り
、
屋
台
な
ど
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
一

な

っ

た

の

で

す

。

一

関
西
で
も
煮
込
み
お
で
ん
が
売
ら
一

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
焼
き
一

田
楽
と
区
別
し
て
関
東
者
と
呼
び
、
一

い
ま
も
こ
の
名
が
践
っ
て
い
ま
す
。
一

そ
の
後
、
お
で
ん
は
間
一
向
の
ほ
う
が
~

楳
ん
に
な
り
、
関
東
は
、
問
京
大
震
一

i
災
以
後
、
再
び
復
活
し
て
き
た
一

闘
と
一
一
丙
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

圏
最
近
、
週
休
一
百
制
の
普
及
一

瞳
や
労
働
時
間
の
短
縮
で
、
家
族
一

睡
そ
ろ
っ
て
鍋
物
を
囲
む
家
族
が
一

園
増
え
て
き
ま
し
た
。
十
一
月
は
一

関
「
ゆ
と
り
創
造
月
間
一
で
す
。
一

目
し
っ
か
り
働
き
、
ゆ
っ
く
り
休
一

む
機
会
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。
一
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L
E
T
S
ク
ヴ
キ
シ
グ

ス
イ
ト
ピ
l
グ
ル
ー
プ

ン)

--ー、、

健
康
茶

一
日
分
)

紹介コーナー

{
材
料
}

寸
ド
ク
ダ
ミ
の
葉

一
柿
の
葉

「
ピ
ワ
の
葉

一
作
り
方
}

①
ド
ク
ダ
ミ
の
葉
、
柿
の
葉
、
ピ
ワ

の
葉
の
ご
み
や
ほ
こ
り
を
落
と
し
、
水

洗
い
で
き
れ
い
に
す
る
。

一
叫
一
よ
く
洗
っ
た
も
の
を
、
日
陰
(
風

通
し
の
よ
い
所
)
で
乾
煉
さ
せ
る
。

⑦
乾
燥
し
た
も
の
を
、
ご
と
一
一
岨
に

は
さ
み
で
き
ざ
む
。

④
き
ざ
ん
だ
も
の
を
、
ホ

l
ロ
ク
鍋

で
よ
く
煎
る
c

弱
火
で
ト
分
に
火
を
通

す
こ
と
が
コ
ツ
1

0

前
一
ら
な
い
と
青
く

さ
く
、
お
い
し
く
な
ら
な
い
。

⑤
出
来
上
が
っ
た
ら
、
防
混
剤
と
と

も
に
空
缶
な
ど
に
入
れ
て
保
存
す
る
。

⑤
飲
み
万
は
、
熱
湯
を
注
ぐ
だ
け
で

番
茶
の
よ
う
に
飲
む
の
前
一
茶
よ
り
は
、

子、
7
3

プ
rL

一七
g 

七
g 

少
し
多
め
に
入
れ
、
ご
一
分
ほ
ど
お
い
て

か
ら
注
ぎ
飲
む
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
・
煎
り
旦
一
台
を
儲
か

め
る
日
安
は
、
に
ぎ
っ
て
、
こ
わ
れ
る

く
ら
い
。

な
お
、
こ
の
お
茶
は
、
高
血
圧
、
神

経
痛
、
動
脈
硬
化
の
予
防
、
あ
る
い
は
柑

照
効
山
木
が
あ
り
ま
す
。

ト

'ん々
C
出
自の

、寸一ノ一フノ々マ匂
』

euv

ず
につ

E
R
 
頑官、と丸岡凶百件

わ
ハ
ひムホ

BKrp 

リ
ノア

こ
ん
に
ち
は
!
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
め

ち
ゃ
め
ち
ゃ
明
る
い
「
長
浜
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
「
そ
ん
な
ク
ラ

ブ
あ
っ
た
の
?
」
と
忠
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し

て
寸
年
以
上
に
な
り
ま
す
〉

パ
ド
ミ
ン
ト
シ
と
言
え
ば
、
羽
根
っ

き
と
勘
違
い
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

/ 

/ 

ンクー
(パド旬、、

ています頑張っ
長

いわ〈ありが

長浜高校美祐吉[1

せ
ん
が
、
広
馬
ア
ン
ア
ト
ヘ
会
の
正
式
種

目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、

実
は
ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ
で
全
身
の
運

動
に
と
っ
て
も
い
い
で
す
。

さ
て
、
当
ケ
一
ブ
プ
で
は
、
部
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
P

仕
事
ヤ
家
庭
で
ス
ト

レ
ス
の
た
ま
円
て
い
る
人
、
運
動
不
足

の
人
な
ど
に
は
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す

の
で
、
あ
な
た
も
ラ
ケ
ッ
ト
汁
子
に
き

わ
や
か
な
汗
を
涜
し
て
み
ま
せ
ん
か
っ

詳
し
く
は
、
太
山
市
r

十
(
五
二

1
六

八
一
四
)
ま
で
お
問
い
へ
一
川
わ
せ
く
だ
さ

-u 一
部
員
}
鎌
田
優
、
山
田
耕
作
、
山
恨

治
彦
、
中
見
彰
英
、
西
村
勝
義
、
大
石

佳
史
、
奥
田
守
、

H

主
計
光
広
、
大
山
浩

子
、
楠
野
幸

f
、
一
円
旧
実
恵
、
奥
田
照

美
、
下
坂
久
美
、
藤
岡
千
晶
、
稲
舟
雅

子
、
伊
藤
貴
子

一
練
習
日
}
毎
週
月
曜
日
と
そ
の
他
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第
ρ
0
分
団
が
優
勝

j
長
浜
地
区
運
動
会
j

十
月
十
六
日
、
長
浜
小
学
校
で
第
二

十
回
長
浜
地
区
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、

八
ブ
ロ
ッ
ク
約
五
百
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
運
動
会
は
、
二
年
に
一
回
、
地

区
住
民
の
親
睦
と
体
力
の
向
上
を
図
り
、

豊
か
で
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
す
が
す
が
し

い
秋
晴
れ
の
も
と
、
参
加
者
は
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
た
。

な
お
、
優
勝
は
第
六
分
間
(
お
・

m-

地
域
の
活
性
化
を

ー
今
坊
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

1

九
月
十
八
日
、
喜
多
灘
小
学
校
で
第

一
一
回
今
坊
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
五
百
人
が
訪
れ
た
。

U
-
m
-
m区
)
で
し
た
。

今坊で初めて登場した獅子舞

こ
れ
は
、
地
域
の
活
性
化
に
と
昨
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

今
坊
獅
子
舞
の
初
舞
台
を
は
じ
め
、
ゅ

う
や
け
の
会
に
よ
る

O
×
ク
イ
ズ
、
肉

と
え
び
の
食
べ
放
題
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
達
は
、
今
坊

で
の
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

文
化
と
自
然
学
習

j
少
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
1

十
月
八
日
、
町
内
の
文
化
財
を
巡
り
、

少
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
の
向
上

異
文
化
で
人
材
育
成

力いっぱい網ひきを行う参加者たち

ー
海
外
派
遣
問
事
前
学
習
会
1

十
月
七
日
、
町
体
育
館
で
第
三
回
長

浜
町
青
年
海
外
派
遣
の
事
前
説
明
会
が

行
わ
れ
、
派
遣
団
員
ら
約
十
五
人
が
出

席
し
た
。
こ
の
派
遣
は
、
国
際
的
な
視
野
と
感

覚
を
も
っ
た
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、

学
校
や
環
境
保
全
活
動
、
観
光
施
設
を

視
察
し
な
が
ら
、
異
文
化
を
肌
で
体
験

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
団
員
ら
は
今
同
派
遣
先
の
オ
セ

を
図
ろ
う
と
、
「
第
二
一
同
長
浜
町
少
年

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
行
わ
れ
、
小
・

中
学
生
ら
約
二
十
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
、
沖
浦
観
音
や
住
吉
神
社
、

金
山
出
席
寺
な
ど
を
訪
れ
、
町
内
文
化

の
理
解
を
深
め
な
が
ら
野
外
活
動
の
楽

し
さ
を
学
習
し
た
。

ア
ニ
ア
の
研
修

H
的
や
日
程
説
明
な
ど

の
諸
注
意
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

な
お
、
今
回
の
派
遣
凶
員
は
次
の
方
々

で
す
。
丸
山
寿
美
、
渡
漫
正
二
、
久
保

広
行
、
上
回
謙
次
、
中
野
徹
、
田
中
定

幸
、
山
下
一
仁
、
窪
清
一
、
ジ
ョ
セ
フ
・

コ
ロ
ィ
、
二
一
秋
敦
司
〈
敬
称
略
〉

議与一

真剣に説明を受ける団員たち

日正
直

骨

量]

町内の文化財を巡る参加者たち

ー
と
よ
し
げ
俳
句
会

1

伊
予
離
へ
傾
ぐ
畑
の
青
蜜
柑

高

左

木

芳

職
を
退
く
身
を
も
て
余
す
夏
座
敷

谷

本

一

善

一
滴
の
水
も
大
事
に
大
早
神

西

光

子

冷
ま
じ
ゃ
地
獄
を
覗
く
ほ
ど
地
割
れ

宇
都
宮
恵
美
子

一
と
山
を
何
故
に
越
せ
な
い
通
り
雨

都
田
マ
サ
子

よ
う
や
く
に
人
心
地
す
る
秋
の
風

藤

岡

蓉

子

群
れ
咲
け
ど
何
か
淋
し
き
受
珠
沙
華

小
西
イ
セ
子

秋
暑
し
さ
ら
に
眼
嵩
の
深
ま
り
し

山

尾

雄

志

リ
人
逃
げ
て
し
ま
ひ
し
夕
立
雲
な
り
し

久

保

子

穂

残
暑
な
ほ
憩
場
と
な
る
新
御
堂

河

野

友

子

秋
う
ら
ら
町
長
選
の
無
投
票

渡

辺

恭

一

取
入
れ
の
米
倉
ミ
シ
ミ
シ
ミ
シ
と

米

岡

幸

市

猫
じ
ゃ
ら
し
持
っ
て
話
し
の
き
り
も
な

や

鎌

田

政

子

子
を
街
へ
猫
の
引
っ
越
し
秋
立
つ
日

山
口
由
紀
子

三
日
月
の
一
寸
の
ぞ
き
し
芋
煮
会

増

田

成

虎

大
海
に
出
で
よ
峡
田
の
落
し
水

久

保

七

葉

野
良
猫
の
叱
ら
れ
て
ゐ
る
夏
厨

菊

地

徹

コ
ス
モ
ス
の
い
じ
け
て
雨
を
待
っ
て
お

り

菊

地

久

美

子

水
渇
れ
て
ゐ
ず
わ
る
暑
さ
白
露
か
な

楠

野

孝

行

走
り
根
に
狂
ふ
墓
石
冷
ま
じ
ゃ

松

田

裕

子

峡
の
田
に
揃
ふ
案
山
子
の
一
二
世
代

松
田
土
口
幸

冷
ま
じ
ゃ
雨
音
聞
か
ず
百
ケ
日

亀
田

哲
久
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官ド

旬

日
豊
茂
小
学
校
H

じ
い
ち
ゃ
ん
が
米
豊
作
だ
と
笑
顔
見
せ

六

年

中

野

清

貴

帰
り
道
秋
の
味
覚
の
審
査
会

六

年

兼

高

智

也

柿
の
じ
ゅ
く
ア
リ
さ
き
こ
さ
れ
く
や
し

い

ぞ

六

年

宇

都

宮

光

博

ひ
が
ん
花
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
を
燃
や
し
て

る

六

年

北

岡

雅

巳

太
陽
を
田
ん
ぼ
の
米
が
は
ね
返
す

六

年

岡

本

隆

寛

し
し
ま
い
の
リ
ズ
ム
に
つ
ら
れ
足
動
く

六

年

三

浦

功

一

こ
お
ろ
ぎ
と
わ
た
し
が
鬼
で
か
く
れ
ん

ぼ

六

年

藤

田

ゆ

か

り

一一一一一歳です・表彰ほか

ム歳ですコンニチれ⑩

亘ち ゃん東浦

コ
ス
モ
ス
が
水
を
ほ
し
い
と
お
じ
ぎ
す

る

六

年

大

本

拡

子

ざ
く
ろ
の
実
は
じ
け
て
あ
か
く
秋
の
味

六

年

谷

岡

由

香

里

こ
お
ろ
ぎ
の
声
に
ひ
か
れ
て
歩
き
出
す

六

年

藤

本

弥

生

兼
高
君
ら
優
勝

町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

十
月
十
三
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

行
わ
れ
、
各
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

子

秒
9
②
池
田
裕
哉
(
大
和
)
9
秒
0
③

田
淵
利
典

(白
滝

)
9秒
1

一百

m}

①
兼
高
智
也

(豊
茂
)
は
秒
4
②
池
田

裕
哉
(
大
和
)

H
秒
5
③
田
中
恵
三

(
長
浜
)
H
秒
5

{六
十

m
ハ
ー
ド
ル

}
①
中
田
憲
将
(
大
和
)
刊
秒
3
②
大

西
範
人

(白
滝
)
叩
秒
8
③
大
島
昌
吾

一
(長
浜
)
叩
秒
9
{
走
幅
跳
}
①
菅
野

一
浩
志

(
長
浜

)
3
m
乃
②
中
田
憲
将

一
(
大
和
)
3
m
臼
③
明
智
俊

(
長
浜
)

一
3
m
臼
一
走
高
跳
一
①
三
浦
功

一
(
豊

一
茂
)
1
m
お
②
寺
岡
勇
一
(
長
浜
)
1

れ

一

m
叩
③
一
菊
地
勇
人

(大
和
)
1
m
m
{

計

一

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
}
①
西
崎
敦

(長

沼

一

浜
)
日

m
M②
友
津
宏
行
(
長
浜
)
U

月

一

m
叫
③
谷
浦
淳
司

(大
和
)
叫

m
8
一

前

一

四

百

m
リ
レ
l
一
①
大
和
(
中
田
・
菊

町

一

地
・
谷
本
・
池
田

)
1
分
1
秒
1
②
長

平

一
浜
1
分
2
秒
3
③
豊
一
茂
1
分
2
秒
6

女

予

二
十
一

世
紀
に
向
け
て
、
大
き
く
期
ば
た
け
!
・
:
の

気
持
ち
を
こ
め
て
「
百
一」
と
名
付
け
ま
し
た
。

心
の
広
い
、
勇
気
の
あ
る
男
の
子
に
な

っ
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
兄
弟
三
人
、
仲
良
く
助

け
合

っ
て
成
長
し
て
い
っ
て
ね
!

(出海)

{
六
十

m
一
①
一
兼
高
智
也

(
豊
茂
)
8

(父
H
義
隆
さ
ん

・
母
H
直
美
さ
ん
)

熱戦カ昔、繰り広げ‘られた競技大会

一
六
十

m}
①
宮
脇
彩
(
長
浜
)
9
秒

7
②
玉
川
智
加
(
喜
多
灘

)
9秒
8
③

清
水
美
紀

(白
滝

)
9
秒
9

一百

m
一

①
津
田
寿
子
(
大
和
)
日
秒
7
②
田
中

幸
(
長
浜
)
日
秒
7
③
清
水
美
紀

(白

滝
)
日
秒
2

一
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
}
①

藤
本
弥
生

(
豊
茂
)
日
秒
6
②
垣
内
志

保

(
出
海
)
ロ
秒

1
③
坂
本
美
津
子

(
長
浜
)
ロ
秒
2

一走
幅
跳
一
①
武
田

奈
緒
(
長
浜
)
3
m
臼
②
東
由
香
(
長

浜
)
3
m
m③
松
浦
美
奈
子
(
櫛
生
)

3
m
u
一
走
高
跳
一
①
金
津
知
子
(
長

浜
)
l
m
日
②
神
崎
陽
子
(
長
浜
)
1

m
日
③
上
田
茜
(
喜
多
灘
)
1
m
日
一

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
}
①
菊
地
愛
(
長

浜
)
お

m
U
②
菊
地
麻
美
子
(
長
浜
)

M
m
ω
③
上
野
絵
美

(大
和
)
詑

m
叫

{四
百

m
リ
レ
l
一
①
長
浜

(武
田

・

宮
脇

・
田
中
・
足
利

)
1
分
4
秒
3
②

大
和
1
分
6
秒
5
霊
豆
多
灘
1
分
7
秒

4 

福
祉
社
会
の

向
上
に
貢
献

県
社
会
福
祉
大
会

十
月
六
日
、
松
山
市
で
第
四
十
二
回

愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
、
伊

予
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
優
良
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
、
越
智
冨
美

子
さ
ん
(
白
滝

・
四
四
)
が
優
良
事
務

従
事
者
と
し
て
、
佐
々
木
弘
吉
愛
媛
県

社
会
福
祉
協
議
会
々
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
浜
町
共
同
募
金
委
員
会
白

滝
支
部
が
優
良
地
区
と
し
て
、
高
橋
国

栄
愛
媛
県
共
同
募
金
会
々
長
か
ら
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

終
戦
当
時
の
通
貨
・
証
券

な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
の
引
揚
者
の

方
々
か
ら
、
お
預
か
り
し
て
い
る
通
貨

・

証
券
な
ど
の
返
還
を
行

っ
て
い
ま
す
の

で
、
心
当
た
り
の
方

(家
族
を
含
む
)

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
松
山
税
関
支
署

(
宮

O
八
九
九

l
五

一
l
O
二
一O
一
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

え
ひ
め
産
業
ま
つ
り

盛
大
に
開
催

十

一
月
二
十
六
日
(
土
)
・

二
十
七

日

(
日
)
の
二
日
間
、
「
平
成
六
年
度

え
ひ
め
産
業
ま
つ
り
」
が
、
次
の
と
お

り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

一開
催
場
所
一
愛
媛
県
県
民
文
化
A
語
、

愛
媛
県
農
業
試
験
場
跡
地

一主
な
行
事
}
ち
び

っ
こ
広
場
、
ふ
る

さ
と
市
コ

ー
ナ
ー
、
え
ひ
め
の
食
と
文

化
展
、
ふ
る
さ
と
産
物
展
な
ど
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に
異
な
っ
た
周
波
数
で
放
送
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
居
浜
局
を
除
く
松
山
、
今

治
、
八
幡
浜
、
大
洲
、
字
和
島
、
御
荘

の
各
ラ
ジ
オ
局
の
周
波
数
が

一
一
一

六

k
H
z
に
統

一
さ
れ
、
車
で
移
動
す
る

場
合
で
も
、
周
波
数
を
切
り
替
え
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

南
海
放
送
ラ
ジ
オ
局
の
周
波
数
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

平成6年11月 l日発行平成6年11月号広報ながはま

長浜町には、四季折々の素晴らしい風

景や、あま り知られていない名所-旧跡

など、様々な見どころがたくさんありま

す。

そこで、 町づくり委員会では、 町内の

風光明掘な見どころを訪れ、家族のふれ

あいの場として頂けるようなオリエンテー

リングを行います。

【日時112月 4日(日) 9時30分~

【場所】 町民 の広場(開閉橋横)

【資格11チーム 2人以上(車が必要)

詳しくは、町づくり委員会 (ft52-22

58)にお問u、合わせください。

φ 
結

婚

イ主

戸斤

9
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

長

浜

伊
予
市

、

沖

浦

f

沖

浦

、
下
須
戒

f

松
山
市

「

今

坊

f

大
洲
市

¥

白

滝

f

須

沢

松宮高上本中清西瀬石 氏

名

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

9
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

保
護
者
氏
名
続
柄

沖

浦
仁

久

下
須
戒

下
須
戒

長

浜

沖

浦

渡片矢矢井岡
壁岡野野上本

t告 イ申 川頁言成
一二 敏敏臓次

長
男
二
男
長
男
二
男
二
女
長
女

お
〈
や
み

9
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年
齢

須

沢
長

浜

白

滝

長

浜

長

浜

長

浜
上
老
松

亀石清石高久 川

田水田石 保 本

繁正智重 藤

盛人恵郎毅吉

(八
四
)

(七
九
)

(四
九
)

(七
八
)

(
八
二

(
四
六
)

(八
四
)

11月 8日は立冬で、太陽の賞径

が225度となり、 24気の一 つであ

る。立冬を過ぎると本格的に冬の

季節風 が吹き始 める。長浜町の肱

川 あらしは日本国にその名をはせ、

開閉橋と共に町おこしの原動力で

ある。「嵐展望台」には、嵐の絶

景の観察に人の往来は絶えない。

11月 3日は文化 の目。 明治天皇

の誕生日で、 明治天皇を記念する

祝 日「明治節」が、昭和 2年に制

定され、昭和23年には新しい国民

の祝日「文化 の日」 となった。 こ

の日は、昭和21年に新憲法が公布

された日でも あ る。平和国家、文

化国家をうたった憲法の精神に沿っ

て、日本の文化 や国際関係などを

考えなおす日でもある。長浜町で

も国際理解の深化 とふる里教育に

力を注いでいる。 23日は国民の祝

日「勤労感謝の日」 で、勤労を尊

び、生産を祝い、互いに感謝し合

う日である。学校の第 2土曜が休

日となった事で、親と子の触れ合

いは多くなり、共に語り、共に働

き、共に遊び豊かな家庭作りの臼

となろう 。15日は七・五・ 三で も

ある。子供たちの成長を祝うとと

もに、 21世紀を背負う青少年育成

を忘れず、ひいては長浜町の未来

を切り闘いて、豊かな町づくりと

活性化を図って欲しい。

田

敬子樹

ユ
カ
リ

勝

彦
聖

子

敏

典
満
寿
美

栄

治

贋

美

レ。ロ楓跡を勧れでみ母b iち
;シ、uu- 第1固ながはま探検隊~ ω 鵠湾

オ
局
は:

そ
オ工
ぞ
オ1

家崎田

容量

田 川本向井田

フ
ミ
コ

岡

児
名

富
一
届
義
弘

R
E産

自

傘
申
告
『

'Jfz=目
E
土

「
肱
川
あ
ら
し
」
が
出
始
め
ま
し
た
。

世
界
に
比
類
の
な
い
長
浜
の
風
物
詩
、

休
日
な
ど
ご
家
族
で
展
望
台
に
登
り
、

こ
の
不
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
語
り
合
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
「
動
く
橋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
、
十

一
月
十
日
に
ふ
れ
あ
い
会
館
で

行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
貴
重
な
動
く

橋
に
着
目
し
て
、

「
動
く
橋
と
町
づ
く

り
」
を
テ
1
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
す
。
私
は
、
赤
橋
を
幾
度
と
な
く
渡
っ

て
き
ま
し
た
が
、
普
段
何
気
な
く
渡
っ

て
き
た
橋
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
と
、

そ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き
と
風
貌
は
、

県
内
だ
け
で
な
く
、
国
内
に
も
誇
れ
る

も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
を
契
機
に
、
近
代
土
木

遺
産
、
観
光
資
源
と
し
て
、
橋
の
果
た

し
て
き
た
役
割
と
価
値
を
見
い
出
し
、

町
民
共
通
の
財
産
と
し
て
保
存

・
活
用

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

(

い
)

未み禾み寛2俊E英 宅昌5
タゅ来〈輝 さ輝さ彰雪也 e

数

人口をふやしましょう

9月末現在 官官月と σコ上ヒ干~

10，885人 3人減

人 口 (男 5，085人) (男 6人減)
女 5，800人 女 3人増

十世帯数 3.744 tIt'ffi' l世帯増

帯世口人


